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１．緒言 

表面粗さ計とは、表面の形状や状態を測定する

ための装置である。触針やレーザーで物体の表面

をなぞり、その形状を測定する。表面に精度が求

められる物体、例として新幹線や飛行機、タッチ

パッドなど、様々な表面計測に用いられる。接触

式表面粗さ計は、触針を用いて対象の表面をなぞ

り、その凸凹を触針が上下することで、粗さを検

出する。これは、非接触式と違い明瞭な形状と、

長距離測定が可能である。接触式表面粗さ計には

様々な機構と原理があり、てこ式や板ばね式、平

行板ばね式などが挙げられる。一般に、てこ式は

ばね式と比較して設計・製造が容易であり、小型

化しやすい[1]。本研究室では、様々な物質にスパ

ッタリングによる薄膜形成を行っている。本研究

ではそれらの表面粗さを調べるために、サブミク

ロンの粗さを測定可能な表面粗さ計の開発を目的

とした。 

 

２．実験方法 

２．１ 表面粗さ計の製作 

文献[1]を参考に設計図を描き、CAD で設計図

を立体図にした。図 1 に原理図を、図 2 に設計図

を示す。図を基に必要な材料を購入し、フライス

盤やボール盤により構成部品を加工した。完成し

た表面粗さ計のてこ部分の写真を図 3 に示す。ま

た、3D プリンターでボビンを製作し、銅線を巻い

てコイル部分を製作した(図 4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 図 1 表面粗さ計の原理図 

 

 

図 2 表面粗さ計の設計図 

 

 

シーソーのように動き、ネオジム磁石が上下に可動する 

重り 
支点 

土台 

触針 
磁石 

コイル 

支柱 



 

図 3 製作した表面粗さ計のてこ部分 

 

 

図 4 製作したコイル 

 

２．２ 表面粗さ信号の検出 

 コイルにあらかじめネオジム磁石を挿入し、手

動で挿抜した際の逆起電力波形をデジタルオシロ

スコープで測定した。また、直流アンプで信号を

5 倍と 100 倍に設定した二つの波形を測定し、ノ

イズや電圧の振幅を比較した。 

 

3．実験結果 

 図 5 に 5 倍増幅のコイル出力波形を、また図 6

に 100 倍増幅の出力波形を示す。どちらの波形も

コイルから磁石を挿抜した際に電圧が上下した。5

倍増幅時のシグナル P-P 値は約 60mV でノイズは

3.2mV であった。一方、100 倍増幅時は 1.3V と

16mV であった。そこから算出した S/N 比は、5

倍増幅が 18.8 で 100 倍増幅が 81.3 となった。 
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図 5 増幅前の波形 
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図 6 増幅後の波形 

 

4．まとめ 

表面粗さ計の原理について調査し、CAD により

設計図を描いた。それを基に材料を加工して、表

面粗さ計のてこ部分を完成させた。またコイルと

ネオジム磁石を用いて粗さ信号の検出に成功した。

今後は、検出した信号を積分回路に入力し、変位

情報に変換する。試料の粗さ測定時は、測定対象

物を精密に移動させる必要がある。そのため駆動

部として電動精密移動ステージを用い、上記の装

置と組み合わせて表面粗さ計のシステムを完成さ

せる。 
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